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(57)【要約】
【課題】運動中でも身につけられ、長さ調節可能で身体
のさまざまな部位に装着できる、磁気装身具を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】長尺体の一端に形成された前記挿入体に、
受け部と貫通孔および切欠きが形成された挟み込み部材
がはめ込まれ、前記長尺体の他端に形成された前記受け
部に、挿入体と貫通孔および切欠きが形成された挟み込
み部材がはめ込まれることを特徴とする。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
軟質エラストマー部材の表面に、開口部を有する穴であって、該穴の深さ方向中間部に
該穴の開口部より小さい直径の狭小部分が形成された受け部と、
保持部材と該保持部材表面から突き出た硬質エラストマーの軸であって、該軸の先端に、
該軸断面の直径より大きい直径を有する略半球状の係合部が、前記保持部材表面から前記
略半球状の係合部までの長さが前記受け部の狭小部分の深さ以上となるように、形成され
る挿入体とが、
前記長尺体の両端にそれぞれ形成された磁気装身具であって、
前記長尺体の一端に形成された前記挿入体に、受け部と貫通孔および切欠きが形成された
挟み込み部材がはめ込まれ、
前記長尺体の他端に形成された前記受け部に、挿入体と貫通孔および切欠きが形成された
挟み込み部材がはめ込まれる
ことを特徴とする磁気装身具。
【請求項２】
前記硬質エラストマーが潤滑性に優れた樹脂である請求項１記載の磁気装身具。
【請求項３】
前記軟質エラストマーがシリコーン樹脂であり、前記硬質エラストマーがポリアセタール
である請求項２記載の磁気装身具。
【請求項４】
軟質エラストマー部材の表面に、開口部を有する穴であって、該穴の深さ方向中間部に
該穴の開口部より小さい直径の狭小部分が形成された受け部と、
保持部材と該保持部材表面から突き出た硬質エラストマーの軸であって、該軸の先端に、
該軸断面の直径より大きい直径を有する略半球状の係合部が、前記保持部材表面から前記
略半球状の係合部までの長さが前記受け部の狭小部分の深さ以上となるように、形成され
る挿入体とが、
前記長尺体の両端にそれぞれ形成された磁気装身具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は磁気装身具に関する。さらに詳しくは、樹脂で形成された長尺柱状の着磁体を
有する磁気装身具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁力による健康増進などを目的として、磁気ネックレスや磁気ブレスレットなどが装身
具として使用されている。従来の磁気装身具には金属製磁石（たとえば特許文献２）また
は磁石をカプセルに入れたもの（たとえば特許文献３）を鎖または金属環でつないだり、
着磁体を編み紐に編みこんだものがある。また、ゴム磁石などを素材とした磁気装身具も
提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３１４２１３号公報
【特許文献２】特開平０９－０８４６１２号公報
【特許文献３】特開平０９－２２０２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、金属を露出して使用する磁気装身具は、運動中には身体を傷つけるおそれがあ
るために使用できない。また、いずれも長さを調節することが簡単にはできず、身体のさ
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まざまな部位、たとえば首ないし肩や手首などに使用するためには、それぞれ別の磁気装
身具が必要である。
【０００５】
　本発明は、身体を傷つけるおそれがなく運動中でも安全に身につけられ、長さ調節が可
能で身体のさまざまな部位に装着できる、磁気装身具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の磁気装身具は、軟質エラストマー部材の表面に、開口部を有する穴であって、
該穴の深さ方向中間部に該穴の開口部より小さい直径の狭小部分が形成された受け部と、
保持部材と該保持部材表面から突き出た硬質エラストマーの軸であって、該軸の先端に、
該軸断面の直径より大きい直径を有する略半球状の係合部が、前記保持部材表面から前記
略半球状の係合部までの長さが前記受け部の狭小部分の深さ以上となるように、形成され
る挿入体とが、前記長尺体の両端にそれぞれ形成された磁気装身具であって、前記長尺体
の一端に形成された前記挿入体に、受け部と貫通孔および切欠きが形成された挟み込み部
材がはめ込まれ、前記長尺体の他端に形成された前記受け部に、挿入体と貫通孔および切
欠きが形成された挟み込み部材がはめ込まれることを特徴としている。
【０００７】
　さらに、前記硬質エラストマーが潤滑性に優れた樹脂であることが好ましい。
【０００８】
　また、前記軟質エラストマーがシリコーン樹脂であり、前記硬質エラストマーがポリア
セタールであることが好ましい。
【０００９】
　また、軟質エラストマー部材の表面に、開口部を有する穴であって、該穴の深さ方向中
間部に、該穴の開口部より小さい直径の狭小部分が形成された受け部と、保持部材と該保
持部材表面から突き出た硬質エラストマーの軸であって、該軸の先端に、該軸断面の直径
より大きい直径を有する略半球状の係合部が、前記保持部材表面から前記略半球状の係合
部までの長さが前記受け部の狭小部分の深さ以上となるように、形成される挿入体とが、
前記長尺体の両端にそれぞれ形成されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の磁気装身具は、前記受け部と貫通孔および切欠きが形成された挟み込み部材が
、前記長尺体の一端に形成された前記挿入体にはめ込まれ、前記挿入体が形成された挟み
込み部材が、前記長尺体の他端に形成された前記受け部にはめ込まれる形態では、長さ調
節が可能で、かつ、挟み込み部材を回転して接続できるので、長尺体に曲げくせがついて
も、環状に接続したときに接続部分を身体に沿って収まりよくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】（ａ）は本発明の長尺体の部分外観図、（ｂ）は長尺体の磁化を示す断面図であ
る。
【図２】実施の形態１にかかわる磁気装身具を伸ばした形態を示す図である。
【図３】挟み込み部材の拡大斜視図である。
【図４】実施の形態１の磁気装身具を環状に接続した状態を示す図である。
【図５】実施の形態１の磁気装身具の長さが調節できるようすを示す図である。
【図６】実施の形態１の磁気装身具を２本つなげた状態を示す図である。
【図７】実施の形態２の磁気装身具を伸ばした状態を示す図である。（ａ）は受け部側の
側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は挿入体側の側面図である。
【図８】実施の形態２の磁気装身具を環状に接続した状態を示す図である。
【図９】（ａ）は実施の形態３の挿入体が形成された挟み込み部材１３の斜視図、（ｂ）
は実施の形態３の受け部が形成された挟み込み部材１２の斜視図である。
【図１０】実施の形態３にかかわる磁気装身具を伸ばした状態を示す図である。
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【図１１】実施の形態３の磁気装身具を環状に接続した形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図を参照して、本発明の実施の形態を説明する。実施の形態では共通して、フェ
ライトがゴム中で分散してなるゴム磁石から構成された長尺体が形成され、当該長尺体の
断面が直径約３～８ｍｍの円形を呈し、当該長尺体の表面に厚さ約０．１～０．５ｍｍの
ポリウレタン層が設けられている。フェライトとゴムの混合比率は、フェライトが８０～
９５重量％、ゴムが５～２０重量％であることが適切である。長尺体１の断面において、
フェライト粒子を同一方向、たとえば断面上方向に磁化すると仮定すると、フェライト粒
子同士の隣接するＮ極とＳ極が打ち消され、長尺体表面の上側半分にＮ極性が、下側半分
にＳ極性が現われる。このため、長尺体１は、長尺体１の任意の横断面において、仮想的
に図１に示されるように磁化される。磁化の方向は、図１には長さ方向には変化しないよ
うに示されているが、Ｎ極から出る磁力線の向きが長尺体の長さ方向で、たとえば互い違
いであったり、螺旋状であったり、ランダムに変化するなど異なる向きであってよく、磁
気効果が高くなるように変化を与えることができる。
【００１３】
　磁化の強さとして、本実施例では長尺体表面の磁束密度は４０～７０ミリテスラである
。前記フェライトとゴムの混合比率から、適当な可撓性を得ることができるので身体に装
着しやすく、また、磁束密度を適切な範囲内で強くすることができるので、健康増進効果
が高い。
【００１４】
　なお、以下の実施の形態では長尺体の断面を円形としたが、これに限定されず、楕円、
四角、六角など他の形状であってもよい。また、長尺体の表面に着色・模様を付すること
は好みに応じて行なってよく、デザインが限定されるものではない。
【００１５】
実施の形態１
　図２～６は、本発明の実施の形態１にかかわる磁気装身具を示す。実施の形態１では、
長尺体１の両端に、長尺体１の軸方向に対して略直角方向に突き出る樹脂製挟み込み部材
２が、長尺体１を直線状に伸ばしたときに点対称の向きになるように形成される（図２参
照）。挟み込み部材２は、図３に示すように、長尺体１の軸に平行に貫通孔３が形成され
、貫通孔の側面に貫通孔の長さ全体にわたって、長尺体１の軸に平行な切欠き４が形成さ
れている。切欠き４の向きは、長尺体１の軸方向に直角な断面内において、挟み込み部材
の突き出る方向に直角である。挟み込み部材２は軟質エラストマー、たとえばシリコーン
樹脂で形成される。
【００１６】
　図４は、本実施の形態１の磁気装身具を環状に接続した状態を示す。挟み込み部材の貫
通孔に、切欠きを通して長尺体を押し込んで挟み込んだものである。長尺体は断面が一定
なので、どこでも挟み込むことが可能で、長さを調節することができる（図５参照）。な
お、挟み込み部材２が長尺体１を伸ばしたときに図３に示すように点対称の向きに形成さ
れるので、図４または５に示すように接続したときに、長尺体１がねじれることがない。
【００１７】
　本発明の磁気装身具はゴムを主材とするので自由にまげることができる。表面が軟質材
なので、身体を傷つけることがなく、運動中でも身につけられる。挟み込み部材は軟質エ
ラストマーで形成されるので、簡単に長さを調節することができる。また、通常の動きで
はずれることはないが、ある一定以上の強い力がかかると切欠き４が広がって長尺体１が
はずれるので、安全である。さらに、本実施の形態１の磁気装身具を複数接続して、身体
のさまざまな部位に装着したり、２以上に重ねて巻いて使用することもできる（図６参照
）。
【００１８】
　なお、実施の形態１では、挟み込み部材２の材質をシリコーン樹脂としたが、これに限



(5) JP 2010-5440 A 2010.1.14

10

20

30

40

50

定されるものではなく、他の軟質エラストマーであってよい。
【００１９】
　切欠きを広くして着脱しやすく、かつ通常の使用でははずれにくくするために、挟み込
み部材の切欠きの向きを、長尺体１の軸方向に直角な断面内において、挟み込み部材の突
き出る方向に直角としたが、切欠き方向はこれに限定されるものではなく、たとえば挟み
込み部材の突き出る方向であってもよい。また、切欠きの向きは、図２では両端ともに図
面の手前に向いているが、両端で逆向き（すなわち、一方の切欠きを紙面の背面側向き）
であってもよい。ただし、このときは挟み込み部材は長尺体両端で鏡面対象関係であるの
に対して、図２の形態では、挟み込み部材は両端で同じ形状とすることができる。
【００２０】
実施の形態２
　図７および８は、本発明の実施の形態２にかかわる磁気装身具を示す。本実施の形態２
では、長尺体１の端部に、受け部５と挿入体８をそれぞれ形成する。受け部５は、軟質エ
ラストマー、たとえばシリコーン樹脂でできた部材の表面に、開口部を有する穴６が形成
され、穴の深さ方向中間部に、穴の開口部より小さい直径の狭小部分７が形成されている
（図７参照）。挿入体は、保持部材９と該保持部材表面から突き出た硬質エラストマー、
たとえばポリアセタールで形成される軸１０であって、該軸の先端に、該軸断面の直径よ
り大きい直径を有する略半球状の係合部１１が形成されている。保持部材表面から略半球
状の係合部までの長さが前記受け部の狭小部分の深さよりやや長くなっている（図７参照
）。
【００２１】
　本実施の形態２における受け部と挿入体とを嵌め合わせることができる。挿入するとき
には、挿入体の先端が丸くなっているので、小さい力で挿入できるが、完全に挿入すると
、挿入体の係合部が受け部の狭小部に掛かり、ある程度の力をかけないと引き抜けない。
引き抜き力は本実施の形態２の場合、約１５Ｎである。また、受け部と挿入体を持って、
接合部を折り曲げるようにすると、容易にはずすことができる。
【００２２】
　図８は、本実施の形態２にかかわる磁気装身具が、環状に接続された形態を示す。実施
の形態２では、長さを自由に調節することができないが、接続部で長尺体が互い違いにな
らないので、装着したとき邪魔にならない。なお、実施の形態２においても、複数の磁気
装身具を接続して１本とすることができる。
【００２３】
　なお、本実施の形態２では、受け部をシリコーン樹脂、挿入体の軸をポリアセタールと
したが、これらに限定されるものではなく、受け部は軟質エラストマー、挿入体の軸は、
たとえばポリアミドやポリカーボネートなどの硬質エラストマーとすることができる。
【００２４】
実施の形態３
　図９および１０は、本発明の実施の形態３にかかわる磁気装身具を示す。本実施の形態
３では、受け部が形成されたシリコーン樹脂の挟み込み部材１２と、挿入体が形成された
同じくシリコーン樹脂の挟み込み部材１３とを、長尺体１とは分離して用意する（図９参
照）。
【００２５】
　受け部が形成された挟み込み部材１２は、実施の形態２における受け部と同様に、軟質
エラストマー、たとえばシリコーン樹脂でできた部材の表面に、開口部を有する穴６が形
成され、穴の深さ方向中間部に、穴の開口部より小さい直径の狭小部分７が形成されてい
る。また、実施の形態１における挟み込み部材と同様に、貫通孔３と切欠き４が形成され
ている（図９の（ｂ）参照）。
【００２６】
　挿入体が形成された挟み込み部材１３は、実施の形態２における挿入体と同様に、保持
部材９と該保持部材表面から突き出た硬質エラストマー、たとえばポリアセタールで形成
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の係合部１１が形成されている。また、実施の形態１における挟み込み部材と同様に、貫
通孔３と切欠き４が形成されている（図９の（ａ）参照）。
【００２７】
　受け部が形成された挟み込み部材１２を、長尺体の一端に形成された挿入体８にはめ込
み、挿入体が形成された挟み込み部材１３を、長尺体の他端に形成された受け部にはめ込
んで、挟み込み部材に実施の形態１と同様に、長尺体を挟み込んで使用する（図１０参照
）。
【００２８】
　実施の形態３にかかわる磁気装身具は、長さ調節が可能で、かつ、挟み込み部材を回転
して自由な向きに接続できるので、長尺体に曲げくせがついても、環状に接続したときに
接続部分を身体に沿って収まりよくすることができる。また、好みに合わせて、実施の形
態２のように接続することが可能であり、１本の磁気装身具を使い分けることができる。
実施の形態３においても、複数の磁気装身具を接続して１本とすることができる。さらに
、実施の形態１の磁気装身具と組み合わせて使用してもよい。
【符号の説明】
【００２９】
　　１　長尺体
　　２　挟み込み部材
　　３　貫通孔
　　４　切欠き
　　５　受け部
　　６　穴
　　７　狭小部分
　　８　挿入体
　　９　保持部材
　１０　軸
　１１　係合部
　１２　受け部が形成された挟み込み部材
　１３　挿入体が形成された挟み込み部材
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